
｢コンデンサーを含む回路！一_でに書いたものと同じ､
_ ､ ､

直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう。

D なのでたでしの
*でないとで？どうテクニックは､ はじめに
電荷がたまっていない場合しか成立しない、忘れましょう。

※時間後｡
鼗鼗籭な鸞
でででで
で､ ？？|

Q=CVでたまっている電荷を求められる。
※ 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど､ しょうもないので1
忘れましょう､ 断線では
なく､ ちゃんとそこには

- _ -

コンデンサーがありま
た､ なのでい ー す と度も書
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？、見？するのででここ
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まで ｢すこき点？
=0なので同じ色

一\､ ､ で
分けを行う人一

一 〈一
しん

②色分け よ り 、 R 2 の

電 圧 は 0 .
③色分けよりR、の ⇒ エ 2 = 0

ー ー ー ー 、
電 圧 は E .
な い

④ P点でキルヒホッフ第一法則（電圧の式）をたてると

I、=I2+13
ここでI2=0なのでで

I 3=エ、

玉
※上の極板に電流が流れ込み、十に帯電する
と見通しがたつ。



120 続き
1分時間後- 5 - - 1ー ー ー ー

最初に「コンデンサーに流れる電流が0 」が決まる、⇒Rのみで回路が成立しているとでは3)

R . 電流が流れる
､

☁

だで

!

て！なて↓？､ 上
に､ まずここが決まる

② 抵 抗 だ け で 回 路 が
V2IDR｣ しし
に

成立するので、よいよュが
あることがわかる1 _ L
で強に何に

VC=V2
の電圧がかかるとわかる、

キルヒホッフ則より
E = V i t V2 . . . ① 式

13=0なので
I=Is・・・②式

オームの法則より
R V、=RI、・・・③式 R V2=R212

②式より↓
V2=Rz I . . . . ④ 式

①式に、③式、4〇式を代入して

E=Rは、+RaI z

:.I、=1， ⇒ の式より エュニI, = ､、
※ついでに聞かれやすいことです？たま電荷Qは
④式より

V2= RRTE ⇒ Q C Ve = CV2=
i､ はて
こ､ ､


